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平成 20 年度 予算概算要求について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 









平成 20 年度予算の全体像に向けて 
（平成 19 年 8 月 6 日諮問会議民間議員資料） 

 
３．平成 20 年度予算の骨格 
② 社会保障 
・ 年金管理等に対する国民の不信感を払拭するよう期限を設け取り組む。これ

により新たに必要となる費用については、追加的な国民負担が生じないよう対

応する。 
・ 国民が自らの給付と負担の情報等を容易に入手・管理できる仕組み（社会保

障カード（仮称）等）を検討する。 
・ 医療・福祉等について、メリハリを効かせつつ、医師確保対策など国民のニ

ーズに応えた質の高いサービスを安定的に提供すべく取り組む。 
・ 診療報酬の見直しを図るとともに、「医療・介護サービスの質向上・効率化プ

ログラム」に定めた目標の実現に向けて、実効性のある改革の取組を進め、平

成 20 年度予算から順次反映させる。 
・ これらにより、国の一般会計ベースで 2200 億円（国・地方を合わせて 3200
億円程度）の抑制を行う。なお、「医療・介護サービスの質向上・効率化プログ

ラム」を踏まえ、平成 19 年内に「基本方針 2006」を達成するための道筋を示

す。 
 
 
 

「平成 20 年度予算の全体像」 
（平成 19 年 8 月 7 日経済財政諮問会議取りまとめ） 

 
３．平成 20 年度予算の骨格 
② 社会保障 
・ 年金管理等に対する国民の不信感を払拭するよう期限を設け取り組む。これ

により新たに必要となる費用については、追加的な国民負担が生じないよう対

応する。 
・ 国民が自らの給付と負担の情報等を容易に入手・管理できる仕組み（社会保

障カード（仮称）等）を検討する。 
・ 医療・福祉等について、メリハリを効かせつつ、医師確保対策など国民のニ

ーズに応えた質の高いサービスを安定的に提供すべく取り組む。 
・ 診療報酬の見直しを図るとともに、「医療・介護サービスの質向上・効率化プ

ログラム」に定めた目標の実現に向けて、実効性のある改革の取組を進 
・ これらにより、国の一般会計ベースで 2200 億円（国・地方を合わせて 3200
億円程度）の抑制を行う。 

・ なお、「医療・介護サービスの質向上・効率化プログラム」を踏まえ、平成

19 年内に「基本方針 2006」を達成するための道筋を示す。 
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